
入澤彩記念女性生理学者奨励賞規定

1.（目的）

日本生理学会は、生理学女性研究者の草分けとして長年研究に尽くされ、女性生理学者の育成に努められた故入澤彩先生のご遺志に基づき、優れた女性生理学者の研究を奨励することを目的として、入澤彩記念女性生理学者奨励賞（以下、入澤彩賞という）を設ける。

2.（対象）

日本生理学会の会員で、3年以上の正会員（学生会員を含む）歴を有する女性の生理学研究者を対象とする（ただし他の入澤賞と重複して応募することは不可）。
3.（選考）

1）応募者の中から毎年1名を選考する。

2）選考は入澤彩賞選考委員会が行う。

3）入澤彩賞選考委員会は、生理学女性研究者の会（WPJ）入澤彩賞担当委員会が選出する5名の選考委員で構成する。

4）WPJ入澤彩賞担当委員会はWPJ運営委員とWPJ企画委員とで構成され、その名簿は生理学会理事会で報告される。

5）選考委員長は選考委員の互選により選出する。

6）選考実施の細則はWPJ入澤彩賞担当委員会で検討する。

4.（公表・表彰）

1）選考結果は生理学会誌、生理学会ホームページにて公表する。

2）日本生理学会大会の総会の席上で入澤彩賞受賞者を表彰し、賞状及び副賞を贈呈する。3）受賞者は生理学会大会において受賞内容の発表を行う。

5.（改正）

本規定の改廃は日本生理学会理事会で行う。

本則は平成23年12月15日より施行するものとする。

（平成25年3月26日一部変更、平成25年4月1日より適用）
（平成29年5月9日一部変更、平成25年5月9日より適用）　
入澤彩記念女性生理学者奨励賞選考細則
1.（選考基準）

1）入澤彩記念女性生理学者奨励賞（以下、入澤彩賞）の選考においては、物心両面にわたり女性研究者の育成に尽くされた入澤彩先生のご遺志を継ぎ、（a）優れた研究を奨励する、（b）地道で多面的な活動と研究の両立を評価する、（c）若手人材を育成する、の3つの柱を設ける。

2）上記の趣旨に基づき、評価基準や対象者の年齢層を毎年変えて募集を行う。

3）生理学女性研究者の会（WPJ）入澤彩賞担当委員会は、それらを決定し募集要項に明記し募集を行う。

4）入澤彩賞選考委員会はそれに基づき選考する。

2.（選考委員）

1）WPJ入澤彩賞担当委員会は、公募締め切り後に応募者の専門分野などを鑑み選考委員を選出する。

2）選考委員は原則として生理学会の会員とする。
3）選考委員は男女両性で組織する。
4）選考委員長は選考終了後に議事録を提出し、WPJ入澤彩賞担当委員会はそれを基に生理学会ホームページおよびWPJニュースレターにて選考経緯を説明する。

5）選考委員名簿は、選考終了後の適当な時期に数年分をまとめて公表する。

3.（募集方法）

1）応募および推薦の両方を公募する。

2）応募者は申請書（主要論文の別冊を含む）を、推薦者は推薦書を、MSWordまたはpdfファイル形式でWPJ入澤彩賞担当委員会に提出する。

3）公募の締め切りは7月末日とする。
4）申請書および推薦書の書式はWPJ入澤彩賞担当委員会が決定する。

5）推薦は性別を問わず生理学会員であれば誰でもできるものとする。

6）WPJ入澤彩賞担当委員会は、推薦書を基に被推薦者の中から若干名を選び応募を依頼し、本人が同意し申請書を提出した場合は、この被推薦者もまた応募者とみなす。

7）選考委員には、応募者（2と6の両方を含む）が提出した申請書一式のみを配布し、推薦書は配布しない。

4.（副賞）

当分の間100万円を研究費として贈呈するが、状況により改訂することができる。

5.（受賞内容の発表）

入澤彩賞受賞者は、演題登録をした上で、日本生理学会大会で入澤彩賞申請書に記載されている主な研究業績等の内容をポスターにて発表する。発表は受賞者のみの単名とする。ただし、一般演題としては扱われないため、別の一般演題で筆頭著者となることは妨げない。
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